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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月7日(2019.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に、第１電極層、発光層、第２電極層、第１屈折率層および第２屈折率層をこの
順に備え、
　前記第１屈折率層および前記第２屈折率層は、互いに接する界面を有し、
　前記発光層は、前記第１電極層と対向する領域内に発光領域を有し、
　前記界面は、前記発光領域と対向する領域内に凹面を有する
　有機電界発光素子。
【請求項２】
　前記第１屈折率層の屈折率は、前記第２屈折率層の屈折率よりも小さい
　請求項１に記載の有機電界発光素子。
【請求項３】
　前記第１屈折率層は、無機材料からなり、
　前記第２屈折率層は、樹脂材料からなる
　請求項１または請求項２に記載の有機電界発光素子。
【請求項４】
　前記基板上であって、かつ前記発光領域の周囲に、前記発光領域よりも高い位置に上面
を有する台座部を更に備え、
　前記凹面は、前記台座部の表面に倣っている
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の有機電界発光素子。
【請求項５】
　前記凹面の最も深い箇所は、前記台座部の前記上面よりも深い位置にある
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　請求項４に記載の有機電界発光素子。
【請求項６】
　前記凹面は、前記基板とは反対側に盛り上がった凸面状の側面を有する
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の有機電界発光素子。
【請求項７】
　前記台座部は、前記発光領域と対向する位置に開口部を有し、
　前記開口部のアスペクト比は、０．８以上となっている
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の有機電界発光素子。
【請求項８】
　前記台座部は、前記発光領域から発せられた光を前記基板の法線方向寄りに反射する反
射面を側面に有する
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の有機電界発光素子。
【請求項９】
　複数の画素を備え、
　各前記画素は、有機電界発光素子を有し、
　前記有機電界発光素子は、
　基板上に、第１電極層、発光層、第２電極層、第１屈折率層および第２屈折率層をこの
順に有し、
　前記第１屈折率層および前記第２屈折率層は、互いに接する界面を有し、
　前記発光層は、前記第１電極層と対向する領域内に１または複数の発光領域を有し、
　前記界面は、前記発光領域と対向する領域内に１または複数の凹面を有する
　有機電界発光パネル。
【請求項１０】
　各前記画素において、前記界面は、複数の前記凹面を有し、
　各前記画素において、前記第１屈折率層および前記第２屈折率層は、複数の前記凹面で
共有されている
　請求項９に記載の有機電界発光パネル。
【請求項１１】
　各前記画素は、前記発光領域の周囲に、前記発光領域よりも高い位置に上面を有する台
座部を有し、
　前記凹面は、前記台座部の表面に倣っており、
　前記凹面の最も深い箇所は、前記台座部の前記上面よりも深い位置にある
　請求項９または請求項１０に記載の有機電界発光パネル。
【請求項１２】
　各前記画素において、前記発光層は、帯状の複数の前記発光領域を有し、
　前記台座部は、互いに隣接する２つの前記発光領域の間に設けられている
　請求項９から請求項１１のいずれか一項に記載の有機電界発光パネル。
【請求項１３】
　各前記画素において、前記発光層は、島状の複数の前記発光領域を有し、
　前記台座部は、各前記発光領域を取り囲むように設けられている
　請求項９から請求項１１のいずれか一項に記載の有機電界発光パネル。
【請求項１４】
　有機電界発光パネルと、前記有機電界発光パネルを駆動する駆動回路とを備え、
　前記有機電界発光パネルは、複数の画素を有し、
　各前記画素は、有機電界発光素子を有し、
　前記有機電界発光素子は、
　基板上に、第１電極層、発光層、第２電極層、第１屈折率層および第２屈折率層をこの
順に有し、
　前記第１屈折率層および前記第２屈折率層は、互いに接する界面を有し、
　前記発光層は、前記第１電極層と対向する領域内に発光領域を有し、
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　前記界面は、前記発光領域と対向する領域内に凹面を有する
　電子機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３７】
　また、例えば、本開示は以下のような構成を取ることができる。
（１）
　基板上に、第１電極層、発光層、第２電極層、第１屈折率層および第２屈折率層をこの
順に備え、
　前記第１屈折率層および前記第２屈折率層は、互いに接する界面を有し、
　前記発光層は、前記第１電極層と対向する領域内に発光領域を有し、
　前記界面は、前記発光領域と対向する領域内に凹面を有する
　有機電界発光素子。
（２）
　前記第１屈折率層の屈折率は、前記第２屈折率層の屈折率よりも小さい
　（１）に記載の有機電界発光素子。
（３）
　前記第１屈折率層は、無機材料からなり、
　前記第２屈折率層は、樹脂材料からなる
　（１）または（２）に記載の有機電界発光素子。
（４）
　前記基板上であって、かつ前記発光領域の周囲に、前記発光領域よりも高い位置に上面
を有する台座部を更に備え、
　前記凹面は、前記台座部の表面に倣っている
　（１）から（３）のいずれか１つに記載の有機電界発光素子。
（５）
　前記凹面の最も深い箇所は、前記台座部の前記上面よりも深い位置にある
　（４）に記載の有機電界発光素子。
（６）
　前記凹面は、前記基板とは反対側に盛り上がった凸面状の側面を有する
　（１）から（５）のいずれか１つに記載の有機電界発光素子。
（７）
　前記台座部は、前記発光領域と対向する位置に開口部を有し、
　前記開口部のアスペクト比は、０．８以上となっている
　（１）から（６）のいずれか１つに記載の有機電界発光素子。
（８）
　前記台座部は、前記発光領域から発せられた光を前記基板の法線方向寄りに反射する反
射面を側面に有する
　（１）から（７）のいずれか１つに記載の有機電界発光素子。
（９）
　複数の画素を備え、
　各前記画素は、有機電界発光素子を有し、
　前記有機電界発光素子は、
　基板上に、第１電極層、発光層、第２電極層、第１屈折率層および第２屈折率層をこの
順に有し、
　前記第１屈折率層および前記第２屈折率層は、互いに接する界面を有し、
　前記発光層は、前記第１電極層と対向する領域内に１または複数の発光領域を有し、
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　前記界面は、前記発光領域と対向する領域内に１または複数の凹面を有する
　有機電界発光パネル。
（１０）
　各前記画素において、前記界面は、複数の前記凹面を有し、
　各前記画素において、前記第１屈折率層および前記第２屈折率層は、複数の前記凹面で
共有されている
　（９）に記載の有機電界発光パネル。
（１１）
　各前記画素は、前記発光領域の周囲に、前記発光領域よりも高い位置に上面を有する台
座部を有し、
　前記凹面は、前記台座部の表面に倣っており、
　前記凹面の最も深い箇所は、前記台座部の前記上面よりも深い位置にある
　（９）または（１０）に記載の有機電界発光パネル。
（１２）
　各前記画素において、前記発光層は、島状の複数の前記発光領域を有し、
　前記台座部は、各前記発光領域を取り囲むように設けられている
　（９）から（１１）のいずれか１つに記載の有機電界発光パネル。
（１３）
　有機電界発光パネルと、前記有機電界発光パネルを駆動する駆動回路とを備え、
　前記有機電界発光パネルは、複数の画素を有し、
　各前記画素は、有機電界発光素子を有し、
　前記有機電界発光素子は、
　基板上に、第１電極層、発光層、第２電極層、第１屈折率層および第２屈折率層をこの
順に有し、
　前記第１屈折率層および前記第２屈折率層は、互いに接する界面を有し、
　前記発光層は、前記第１電極層と対向する領域内に発光領域を有し、
　前記界面は、前記発光領域と対向する領域内に凹面を有する
　電子機器。
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摘要(译)

提供一种能够提高正面亮度的电致发光元件以及有机电致发光面板和包
括该电致发光面板的电子设备。 发光层； 第二电极层； 第一折射率
层； 第二折射率层按此顺序。 第一折射率层和第二折射率层具有彼此接
触的界面。 发光层在面对第一电极层的区域中具有发光区域。 界面在面
向发光区域的区域中具有凹面。选定的图：图4
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